
　
昨
年
9
月
の
新
病
院
開
設
以
降
、
多
く
の
患
者
さ
ん
の
利
用
が
あ
り
、
感
謝

の
声
と
と
も
に
増
資
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
2
〜
3
月
を
「
7
億
円
増
資
締
め
く
く
り
月
間
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
4
年

間
に
わ
た
り
と
り
く
ん
で
き
た
新
病
院
建
設
運
動
の
仕
上
げ
に
す
る
た
め
、
組

合
員
と
職
員
の
協
同
の
力
で
年
度
目
標
の
達
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

る
。
番
組
の
中
の
「
風
を
読
む
」

の
コ
ー
ナ
ー
で
Ｉ
Ｓ
（
イ
ス
ラ
ム

国
）
に
参
加
す
る
多
く
の
若
者

と
、
現
在
の
世
界
の
情
勢
に
関
し

て
な
る
ほ
ど
と
思
わ
せ
る
コ
メ
ン

ト
を
話
し
て
く
れ
た
評
論
家
が
出

演
し
て
い
た
▼
現
在
の
よ
う
な
テ

ロ
が
世
界
中
で
発
生
し
て
い
る
大

き
な
原
因
の
一
つ
は
、
世
界
的
な

新
自
由
主
義
の
拡
大
に
よ
る
経
済

格
差
の
広
が
り
が
、
世
界
中
で
発

生
し
、
新
興
国
や
ア
ラ
ブ
の
若
者

だ
け
で
な
く
多
く
の
国
の
若
者

が
、
人
間
ら
し
く
生
き
て
ゆ
く
希

望
を
失
っ
て
き
て
い
る
。
絶
望

感
・
虚
無
主
義
の
な
か
で
、
現
在

世
界
中
の
富
の
50
％
は
１
％
の
階

層
に
集
中
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
こ
の
絶
望
感
か
ら
抜
け
出

そ
う
と
し
て
Ｉ
Ｓ
に
参
加
し
て
し

ま
う
若
者
が
多
い
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
▼
確
か
に
日
本
で
も
、

現
首
相
就
任
以
来
、
非
正
規
雇
用

や
経
済
格
差
の
拡
大
・
子
ど
も
の

貧
困
・
さ
ら
に
は
老
人
の
貧
困
が

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

１
億
総
活
躍
社
会
と
い
い
ま
す

が
、
介
護
職
に
離
職
が
多
い
賃
金

の
低
さ
を
ど
う
す
る
の
で
し
ょ
う

▼
平
成
26
年　

国
民
健
康
・
栄
養

調
査
結
果
の
概
要
〔
２
０
１
５
年

12
月
10
日 

厚
労
省
〕
に
よ
る
と
、

所
得
が
低
い
ほ
ど
食
事
の
栄
養
バ

ラ
ン
ス
が
偏
る
、
健
康
管
理
が
お

ろ
そ
か
に
な
る
、
子
ど
も
の
学
力

も
低
い
な
ど
の
傾
向
に
あ
る
。
所

得
の
違
い
は
踵
腓
行
動
に
違
い
が

現
れ
る
（
ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど
に
走

る
傾
向
が
多
い
）
▼
こ
れ
ら
の
課

題
を
改
善
す
る
よ
う
な
政
策
が
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
や
ら
の
中
に
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
？　

ぜ
ひ
政
策
の

変
換
を
訴
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。（
病
院
長
・
糸
賀
）

　

日
曜
日
は
朝
食
を
と

り
な
が
ら
サ
ン
デ
ー
モ

ー
ニ
ン
グ
を
観
る
の
が

私
の
習
慣
に
な
っ
て
い
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2・3月　7億円増資締めくくり月間新
病
院
に

診
察
時
に
増
資

目
標
達
成
の
た
め
に

多
く
の
患
者
さ
ん
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９
月
１
日
開
設
の
利
根
中
央
病

院
で
の
患
者
数
は
、
旧
病
院
と
比

較
し
て
外
来
・
入
院
と
も
に
増
え

て
い
ま
す
。（
表
①
）

　

10
月
に
は
、
医
療
福
祉
生
協
連

の
「
患
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」
が
実
施

さ
れ
、
調
査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
。（
表
②
）

　

設
備
や
環
境
面
に
対
し
て
の
評

価
は
、
新
病
院
に
な
っ
た
こ
と
が

反
映
さ
れ
て
お
り
、
対
応
・
接
遇

面
で
は
前
回
よ
り
低
い
結
果
で
し

た
。
こ
れ
ら
か
ら
、
建
物
だ
け
で

な
く
患
者
中
心
の
チ
ー
ム
医
療
に

も
こ
こ
ろ
が
け
、
さ
ら
に
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
全
職
場
で
改

善
し
て
い
き
ま
す
。

年
度
末
ま
で
に
５
、０
０
０
坪
を

目
標
に
か
か
げ
、
残
り
７
２
７
坪

の
達
成
に
と
り
く
み
ま
す
。

②
未
訪
問
地
域
へ
の
訪
問

　

支
部
役
員
・
班
長
さ
ん
と
職
員

で
、
今
年
度
未
訪
問
地
域
の
訪
問

を
お
こ
な
い
ま
す
。
訪
問
時
に
は

対
話
を
大
事
に
し
て
、
新
病
院
や

跡
地
を
活
用
し
た
と
ね
診
療
所
の

新
築
移
転
な
ど
を
丁
寧
に
伝
え
な

が
ら
、
意
見
・
要
望
な
ど
を
聞

き
、
地
域
で
の
つ
な
が
り
を
つ
く

り
ま
す
。

③
積
立
増
資
の
呼
び
か
け

　

組
合
員
通
院
支
援
の
事
業
は
出

資
金
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
個
人

　

各
支
部
で
は
、
昨
年
度
を
越
え

る
増
資
活
動
に
し
よ
う
と
月
間
で

の
具
体
的
な
と
り
く
み
を
意
思
統

一
し
ま
し
た
。

①
一
坪
増
資

　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
５
、０
０
０
坪
」

　

新
病
院
の
土
地
代
を
出
資
金
で

と
、
一
坪
4
万
円
で
協
力
を
呼
び

か
け
て
き
た
一
坪
増
資
が
、
12
月

末
４
、２
７
３
坪
に
な
り
ま
し
た
。

加
入
を
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
原

則
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
通

院
支
援
登
録
者
の
み
な
さ
ん
に
金

融
機
関
の
自
動
振
替
口
座
を
利
用

し
て
毎
月
出
資
金
を
積
み
立
て
る

「
積
立
増
資
」
等
の
お
願
い
で
訪

問
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

生
協
は
「
出
資
・
利
用
・
運

営
」
に
一
人
ひ
と
り
が
関
わ
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
世
帯
加
入
か
ら

個
人
加
入
へ
移
行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ご
家
族
の
新
規
加
入

も
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

病
院
玄
関
を
入
る
と
正
面
右
側

に
新
規
加
入
・
増
資
の
窓
口
「
生

協
ル
ー
ム
」
が
あ
り
ま
す
。
1
階

に
あ
り
、
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場

と
し
て
診
察
帰
り
に
立
ち
寄
る
方

も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
か
ら
は
「
お
世
話
に

な
っ
た
」「
こ
れ
か
ら
通
院
支
援

を
利
用
し
た
い
」「
人
間
ド
ッ
ク

を
利
用
し
た
い
」
な
ど
様
々
な
理

由
で
、
新
規
加
入
や
増
資
件
数
が

増
え
て
い
ま
す
。

第39回保健組織活動交流集会

1,839人から
4,278坪（17,112万円）

一坪増資運動
（2016年1月22日現在）

　利根保健生活協同組合定款第44条、45条、
48条及び総代選挙規定に基づき、下記の通り総
代選挙を公示します。
　任期は2016年4月1日～2018年3月31日ま
での２年間です。
　      利根保健生活協同組合  理事長 山田 忠夫

■定数  220名
■立候補受付期間  2016年３月1日～３月15日
■問合せ先  利根保健生活協同組合 生協本部　
　　　　　 　　　　　　　　 （☎22-2300）

総代選挙公示

区　域
沼田東
沼田中
沼田西
沼田南
沼田北
利　南
池　田
薄　根

区　域
川　田
白　沢
利根北
利根南
片　品
川　場

月夜野東
月夜野西

区　域
水　上
猿ヶ京
須　川
新　巻
昭和東
昭和南
高　山
職　員

総代数
14
7
9
7

14
14
8

12

総代数
8
8
9
5

14
8

14
12

総代数
14
5
6
8
8
8
6
2

※参加希望の方は、
　資料や昼食などの準備が
　ありますので、各支部役員
　または組織部（☎ 22-2300）
　までご連絡
　下さい。
　〈締切 2/23〉

【日時】3月6日（日）受付9時開始
　　　  9 時 20 分～15 時 30 分

【場所】新治農村環境改善センター

【内容】 ★組合員による活動報告
  ★記念講演　地域包括ケア
  ★特別報告
　  「医療・診療所・介護等の現状」

沼
須
線

新
車
で
本
運
行

　お隣も春を呼んでる 2 月です。受験就活春よ来い。うがい手洗い基本のキ、風邪に注意しましょう。

　

月
平
均
で
約
１
、０
０
０
人

が
利
用
す
る
沼
須
線
。
昨
年
９

月
か
ら
３
ヶ
月
の
仮
運
行
を
へ

て
、
12
月
よ
り
沼
田
市
の
は
か

ら
い
で
本
運
行
と
な
り
ま
し

た
。「
通
院
手
段
が
確
保
さ
れ

て
、
ひ
と
安
心
」
と
の
よ
ろ
こ

び
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

バ
ス
車
両
も
新
し
く
な
り
真

田
の
ロ
ゴ
入
り
で
、
13
人
乗
り

か
ら
14
人
乗
り
へ
と
利
便
性
の

向
上
も
図
ら
れ
ま
し
た
。　

　
「
土
曜
日
も
ぜ
ひ
運
行
を
」

と
の
要
望
も
多
く
、
沼
田
市
に

検
討
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

表①

表②

病院・平均患者数の推移

 利根中央病院 患者アンケート結果（2015 年 10 月実施）
◆評価（外来・469 人回答）

◆評価（入院・49 人回答）

4 ～ 8 月

質問項目

質問項目

7.6
7.5
7.2
7.7
8.8
7.7
5.0
5.9

7.9
7.8
7.1
8.0
5.5
7.9
7.4
6.5

△ 0.3
0.2
0.3
0.3
3.5
2.1
0.3
0.8

△ 0.2
△ 0.5
△ 0.2

2.1
1.2
1.7
0.1
0.9

受付や会計係には声をかけやすく、聞きやすかった
職員の言葉遣いや服務態度はよかった
職員の説明で、病気、検査、薬のことは十分理解できた
医師の診断や治療は納得できるものだった
玄関、待合室、トイレは清潔で快適だった
医療器械や医療設備は十分だった
診察、会計、薬などの待ち時間はがまんできるものだった
この病院・診療所を知り合いに紹介したいと思う

医師の診断や治療の結果は納得できるものだった
病棟の看護は満足できるものだった
入院生活を送るうえでの案内や説明は十分だった
入院生活を送るうえでの設備は十分だった
入院中の食事は満足できるものだった
患者のプライバシーは守られていた
今回の入院での全体的な印象は満足できるものだった
この病院・診療所を知り合いに紹介したいと思う

評点

評点

前回
との差

前回
との差

外来
入院

739 人
186 人

777 人
186 人

766 人
186 人

812 人792 人
221 人216 人

９月 １０月 １２月１１月

生協ルーム・通院支援窓口



　

沼
田
に
来
て
か
ら
２
年
が

経
ち
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら

沼
田
市
内
の
小
学
校
で
、
10

分
程
度
の
朝
礼
講
話
を
年
に

１
回
行
い
、
そ
の
縁
が
今
回

更
に
広
が
り
発
展
し
、
小
学

校
５
年
生
の
保
健
の
単
元
で

あ
る
「
心
の
発
達
」、「
心
と
体

の
つ
な
が
り
」
と
い
う
２
単

元
分
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
事
前
準
備
か
ら

養
護
教
諭
の
先
生
と
メ
ー
ル

で
打
ち
合
わ
せ
を
し
つ
つ
、

か
な
り
の
部
分
を
サ
ポ
ー
ト

頂
き
ま
し
た
が
、
児
童
生
徒

の
活
発
な
発
言
の
お
か
げ
も

あ
り
、
な
ん
と
か
無
事
に
授

業
を
終
え
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

医
療
従
事
者
が
地
域
に
出

て
行
く
意
義
。
そ
し
て
、
よ

り
若
年
か
ら
の
医
学
教
育
の

大
切
さ
を
改
め
て
考
え
さ
せ

ら
れ
た
機
会
で
し
た
。
授
業

終
了
後
、
来
年
か
ら
は
後
輩

の
総
合
診
療
医
、
病
院
家
庭

医
を
連
れ
て
伺
え
た
ら
と
思

い
ま
し
た
。

利 根 の 保 健

6日　立春も過ぎはや初午。赤いのぼりはお稲荷さんの縁日。五穀豊穣を願いましょう。大豆は長寿の食、油揚げ大好き。
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東
日
本
大
震
災
復
興
は
程
遠
く
、

沖
縄
辺
野
古
基
地
計
画
は
進
む

〈
沼
田
東
支
部
〉

金
子
ち
ひ
ろ

高
山
テ
ル
子

内
田　
　

力

中
澤　

友
子

中
澤　

米
子

中
澤　

信
行

〈
沼
田
西
支
部
〉

村
山　

勝
代

内
山　

久
井

髙
橋
か
よ
子

〈
沼
田
南
支
部
〉

石
井　

拓
嗣

〈
沼
田
北
支
部
〉

河
内
理
恵
子

万
代
ト
シ
ヱ

野
中　

佳
子

林　
　

千
里

小
池　

敏
雄

齋
藤　

尚
登

〈
利
南
支
部
〉

斎
藤　

光
子

菅
原
ふ
ゆ
み

〈
池
田
支
部
〉

小
野
塚
悦
子

小
野　

和
信

田
村
り
ゑ
子

戸
部　

仁
作

〈
薄
根
支
部
〉

笠
原　

武
子

齋　
　

綾
司

角
田　

美
津

小
菅
ス
ミ
江

〈
白
沢
支
部
〉

矢
代　

悦
子

新
井　

京
子

鶴
淵
八
千
代

角
田　

美
幸

角
田　
　

亘

生
方　

洋
子

中
村
ヨ
シ
ノ

鶴
淵　

正
實

鶴
淵　

佳
秀

鶴
淵
ま
す
み

角
田　

恵
美

角
田　

純
一

鶴
淵　

成
子

鶴
淵
か
よ
子

鶴
淵　

高
行

小
林　

育
江

小
林　

健
二

小
林　
　

淳

小
林　

知
子

角
田　

家
子

佐
々
木
ミ
ツ
子

椎
原
和
加
子

〈
利
根
北
支
部
〉

星
野　

静
子

柿
崎
ナ
カ
ト

小
林　

芳
子

山
崎
マ
ス
エ

高
草
木
市
子

〈
川
場
支
部
〉

中
西
美
恵
子

砂
山　

敦
志

〈
片
品
支
部
〉

飯
塚　

モ
ト

〈
月
夜
野
東
支
部
〉

桑
原
美
恵
子

桑
原　

菊
春

土
井　
　

勇

増
田　

菊
乃

星
野　

順
一

〈
月
夜
野
西
支
部
〉

原　
　

太
志

赤
見　

道
子

〈
猿
ヶ
京
支
部
〉

小
室
登
喜
雄

高
橋　

康
雄

阿
部　
　

誠

〈
新
巻
支
部
〉

原
澤　

茂
生

池
垣　

信
彦

原
沢　

辰
夫

〈
水
上
支
部
〉

笛
木
紀
代
子

藤
本　

智
和

鈴
木　

茂
雄

小
川　

吉
子

西
山　

廣
子

阿
部
ゆ
り
子

〈
昭
和
東
支
部
〉

吉
野　

茂
美

津
久
井　

誠

登
坂　

大
輔

〈
昭
和
南
支
部
〉

金
井
ス
ミ
江

綿
貫　

て
る

よ
う

　

 

こ
そ

新
し
い
仲
間

▼
12
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
179
人
で
し
た
。（
敬
称
略
）

12
月
の

新
加
入
者

小
学
校
で

出
前
授
業

　

12
月
12
日
、整
形
外
科
部
長
須
藤

ま
し
た
。

　

高
齢
者
に
多
い
圧
迫
骨
折
に
つ

い
て
の
質
問
や
「
冷
た
い
シ
ッ
プ

と
温
か
い
シ
ッ
プ
の
違
い
は
」「
効

果
に
差
は
な
い
の
で
個
人
の
好
み

で
使
用
を
」
と
か
、
脊
柱
管
狭
窄

症
を
患
っ
て
い
る
人
か
ら
「
特
効

薬
は
」「
残
念
な
が
ら
こ
の
疾
患
を

治
せ
る
薬
は
な
く
、
手
術
や
痛
み

止
め
を
飲
む
こ
と
な
ど
が
現
状
」

な
ど
と
応
え
、
そ
の
他
、
サ
プ
リ

メ
ン
ト
は
効
く
の
か
、
熱
が
出
る

と
関
節
が
痛
く
な
る
の
は
、
膝
が

痛
い
時
に
無
理
に
正
座
し
て
も
良

い
の
か
、
な
ど
の
質
問
が
出
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

12
月
16
日
、
今
年
度
２
回
目
の

「
社
保
学
校
」
が
開
催
さ
れ
、
32

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
は
平

和
活
動
に
参
加
し
た
３
本
立
て
の

報
告
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
つ
目
は
、
11
月
24
～
25
日
に

４
人
が
参
加
し
た
「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
い

わ
て
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
支
援
」
に

主催：利根保健生協 囲碁大会実行委員会
問い合わせ：事務局　組織部　22-2300

第31回 囲碁大会第31回 囲碁大会第31回 囲碁大会第31回 囲碁大会
●と　　き 3 月 13日（日）
●受　　付 8 時 30 分
●対局開始　 9時　
●会　　場 とね診療所 待合室（老健とね内）
●参　加　費 １，０００円　（昼食代含む）
●申　込　先 2月末日までに、下記の実行委員へ
〈沼　田〉佐藤禎通　24-3593
　　　　　永井達郎　23-1964
　　　　　田村賢一　23-9718
　　　　　生方敬二　24-8239
〈白　沢〉小野武司　53-2157
〈利　根〉萩原四良　56-2247
〈片　品〉星野康一　58-3591
〈月夜野〉高橋建六　62-2045
〈水　上〉阿部圭助　72-3768
〈新　治〉林　誠行　66-0876
〈昭　和〉杉木哲二　24-3872
〈高　山〉阿部八郎　090-5767-8002

◆講演◆

おいでください。

利根・沼田第３４回

午後：全体会
13：00～

午前：分科会
9：00～

２月14日（日）2016年
場所：利根沼田文化会館

「子どもを誰一人見捨てない
　　　　　　　温もりある社会を」

（彩の国子ども・若者支援ネットワーク代表理事）
さん白鳥　勲講師：

連絡先：62-6051小林
主催：利根沼田母親連絡会

つ
い
て
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
の

状
況
、
２
つ
目
は
、
12
月
４
日
に

理
事
が
参
加
し
た
「
福
島
視
察
学

習
バ
ス
ツ
ア
ー
」
に
つ
い
て
、
福

島
県
楢
葉
町
か
ら
浪
江
町
ま
で
の

現
状
報
告
で
し
た
。

　

２
つ
と
も
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
被
害
後
の
報
告
で
し
た
が
、
震

　

１
月
５
日
（
火
）
快
晴
、「
サ
ニ
ー

ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り
」
の
名
前
に
合

っ
た
開
設
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　

関
係
者
一
同
と
、
最
初
の
入
居

者
で
あ
る
星
野
貞
男
（
92
歳
）
さ

ん
、
そ
の
家
族
に
も
参
列
い
た
だ

き
、
く
す
玉
割
り
や
だ
る
ま
の
目

入
れ
な
ど
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

星
野
さ
ん
は
「
記
念
す
べ
き
式

に
参
加
で
き
、
ま
た
、
こ
ん
な
素
晴

ら
し
い
住
宅
に
入
居
で
き
て
と
て

も
嬉
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

他
の
事
業
所
と
連
携
し
て
、
安

心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
住
宅
を

　

１
月
23
日
（
土
）
の
午
後
、

新
病
院
で
初
め
て
の
ニ
ュ
ー
イ

ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

出
演
者
は
、
歌
と
ハ
ン
ド
ベ

ル
演
奏
の
「
ベ
ル
コ
ー
ロ
」、

三
味
線
演
奏
と
踊
り
の
「
鈴
友

会
」、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
弾
き
語

岩手県陸前高田市

▲ 歌とハンドベル演奏の
　 「ベルコーロ」

▶ 

三
味
線
演
奏
と
踊
り
の

　

 

「
鈴
友
会
」

弾き語り　内科部長の
　　　　　原田孝医師 ▶

沖縄県辺野古の座り込み

第
２
回「
社
保
学
校
」平
和
活
動
報
告
会

災
か
ら
ま
も
な
く
５
年
を
迎
え
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
現
地

の
復
興
に
は
、
は
な
は
だ
遠
い
状

況
の
よ
う
で
す
。

　

３
つ
目
は
、
11
月
24
～
26
日
に

年
金
者
組
合
の
方
12
名
が
参
加
し

た「
沖
縄
連
帯
の
旅
」に
つ
い
て
、

辺
野
古
の
座
り
込
み
行
動
や
ヘ
リ

パ
ッ
ド
建
設
が
進
め
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
高
江
地
域
の
報
告
で
し

た
。

　

辺
野
古
の
キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ

の
前
に
は
、
連
日
座
り
込
み
行
動

が
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
連
帯
の
方

た
ち
が
参
加
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
そ
こ
に
は
、
警
視
庁
の
機
動

隊
も
動
員
さ
れ
、
立
派
な
ホ
テ
ル

に
宿
泊
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
こ
れ
ら
の
費
用
も
私
た
ち
の

税
金
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
の
お
金
の
使
い
方
に
つ
い
て
、

深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
報
告
会
で

し
た
。

総
合
診
療
科
医
長　
　

鈴 

木 　

諭

目
指
し
て
い
き
ま
す
。
１
月
末
に

は
、
約
半
分
が
入
居
す
る
予
定
で

す
。
見
学
は
常
時
可
能
で
、
入
居

希
望
の
方
だ
け
で
な
く
、
ど
な
た

で
も
、
見
学
や
相
談
に
対
応
い
た

し
ま
す
。
入
居
者
・
介
護
職
員
と

も
に
募
集
中
で
す
。

執
道
医
師
に
よ
る
医
療
講
演
＆
懇

談
会
に
、
82
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

須
藤
医
師
は
、
講
演
の
中
で

肩
、
首
、
背
骨
、
股
関
節
、
膝
、

足
の
各
関
節
の
代
表
的
な
疾
患
に

つ
い
て
説
明
し
、
要
介
護
の
人
の

10
～
11
％
は
何
ら
か
の
関
節
疾
患

を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
男
女
と
も

に
腰
痛
と
肩
コ
リ
が
上
位
に
な
る

と
の
統
計
な
ど
、
画
像
を
示
し
な

が
ら
大
変
分
か
り
や
す
く
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
が
関
心
の
あ
る
テ
ー

マ
だ
っ
た
の
か
、
講
演
後
、
参
加

者
か
ら
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
応
え
て
い

り
は
、
内
科
部
長
の
原
田
孝
医
師

の
３
グ
ル
ー
プ
で
す
。
楽
し
み
に

し
て
い
た
入
院
患
者
や
来
院
者
な

ど
が
、
手
拍
子
と
と
も
に
聞
き
入

り
、
心
温
ま
る
ひ
と
時
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。

【問い合わせ】サニーホームひまわり
　　　　　　　　　 ☎ 22‐３２２３

「
関
節
の
痛
み
に
つ
い
て
」

ニューイヤーコンサートニューイヤーコンサート

第
13
回 

医
療
講
演
＆
懇
談
会

「
サ
ニ
ー
ホ
ー
ム

ひ
ま
わ
り
」

開
設
式



　

在
宅
医
療
の
考
え

　

在
宅
医
療
は
在
宅
ケ
ア
と
も
言

わ
れ
ま
す
。
ケ
ア
と
は
、
キ
ュ
ア

（
治
す
）
に
対
す
る
考
え
で
あ

り
、
病
気
は
治
ら
な
い
が
生
活
の

世
話
や
援
助
を
し
て
い
こ
う
と
い

う
言
葉
で
す
。
今
ま
で
の
医
療

は
、
キ
ュ
ア
に
重
点
を
置
い
て
い

た
た
め
ケ
ア
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
在
宅
医
療
で
求
め

ら
れ
る
の
は
こ
の
ケ
ア
で
す
。

　

病
院
で
は
、
患
者
中
心
の
医
療

し
、
周
り
の
患
者
と
も
す
ぐ
友
達

に
な
れ
る
印
象
が
あ
り
ま
す
。
つ

ま
り
高
齢
男
性
患
者
こ
そ
、
な
る

べ
く
在
宅
医
療
で
診
て
い
く
ほ
う

が
望
ま
し
い
の
で
す
。

　

　

介
護
力
と
は

　

在
宅
医
療
の
成
功
は
介
護
力
に

か
か
っ
て
い
ま
す
。
介
護
力
と

は
、
図
の
様
に
様
々
な
要
素
の
和

で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
最
近

は
、
老
老
介
護
、
認
認
介
護
な
ど

が
増
え
て
お
り
、
介
護
力
低
下
の

た
め
在
宅
医
療
が
難
し
く
な
る
例

も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
、
介

護
力
を
強
化
し
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作

成
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
役

割
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
在

宅
医
療
で
は
、
そ
の
他
に
も
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
、
理
学
療
法
士
、
作

業
療
法
士
、
薬
剤
師
、
栄
養
士
な

ど
多
職
種
の
人
た
ち
の
協
力
が
必

要
で
す
。
近
所
の
友
人
知
人
の
支

援
も
重
要
で
す
。
多
職
種
チ
ー
ム

一人は万人のために 万人は一人のために

14日　愛の記念日。大切な人へ大切な心を伝える貴重な日。もてるあなたはカフェイン注意。

（３） 第557号2016年２月１日（毎月1回1日発行）

で
協
力
を
し
て
、
介
護
力
を
高
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
決
し
て
、

医
師
の
み
が
在
宅
医
療
を
担
っ
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

　

緩
和
ケ
ア
と
は

　

緩
和
ケ
ア
と
は
、
主
に
末
期
癌

患
者
の
苦
痛
緩
和
の
事
を
言
い
ま

す
。
以
前
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
、

終
末
期
ケ
ア
な
ど
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
苦
痛
に
も
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
。
身
体
的
苦
痛
、
精
神
的

苦
痛
、
社
会
的
苦
痛
、
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
ル
な
苦
痛
（
生
き
る
意
味
を

見
失
う
こ
と
に
よ
る
苦
痛
）
な
ど

で
す
。
要
す
る
に
、
体
の
痛
み
を

取
る
だ
け
で
な
く
、
患
者
の
様
々

な
悩
み
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
言
う
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
患
者
が
自
分
の
苦
痛

を
言
葉
で
表
現
し
な
け
れ
ば
、

我
々
医
療
従
事
者
は
対
処
で
き
ま

せ
ん
。
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も

い
い
か
ら
、
言
葉
で
表
現
し
て
も

と
言
い
な
が
ら
、
実
際
は
医
療
従

事
者
中
心
の
医
療
を
行
っ
て
い
る

所
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
在
宅

医
療
は
、
患
者
の
家
に
お
邪
魔
し

医
療
を
行
い
ま
す
。
あ
く
ま
で
主

人
公
は
患
者
で
す
。
就
寝
時
間
も

自
由
で
す
し
、
酒
を
飲
ん
で
も
構

い
ま
せ
ん
。
実
際
、
在
宅
患
者
の

表
情
は
、
病
院
に
い
る
と
き
よ
り

も
生
き
生
き
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
高
齢
男
性
患
者

は
病
院
が
嫌
い
で
す
。
逆
に
、
高

齢
女
性
患
者
は
病
院
に
良
く
適
応

病

窓
の
雄

姿

赤

城

嶺

夕

霞
み

ど
か
雪
や
今
日
の
会
議
の
止
む
電
話

御
降
り
の
か
け
ら
ど
れ
に
も
後
光
か
な

化
粧
せ
る
噴
火
の
兆
し
初
浅
間

連
結
の
炬
燵
を
外
す
三
日
か
な

初
風
呂
に
数
を
か
ぞ
へ
る
孫
の
声

窓
越
し
の
小
さ
き
南
天
慎
ま
し
く

水

仙
の
咲
い
て
戸

惑
う
寒
の
庭

冬
晴
れ
て
う
つ
む
き
か
げ
ん
小
松
姫

春
め
く
や
鼻
歌
ま
じ
り
で
歩
み
を
り

雪
の
中
真
田
の
歩
ひ
た
道
を
行
く

念

入

り

に

家

内

安

全

初

詣

裸
木
と
な
り
山
の
木
々
達
私
語
交
わ
す

願
い
ご
と
絵
馬
に
綴
り
て
初
参
り

沼
田
市
清
水
町　

笛
田　

昭
二

沼
田
市
坊
新
田
町　

あ
べ
け
い
い
ち

沼
田
市
桜
町　

名
胡
桃
董
光

沼
田
市
高
橋
場
町　

木
暮　

一
夫

沼
田
市
高
橋
場
町　

永
井　

永
陽

沼
田
市
高
橋
場
町　

生
方　

辺
秋

沼
田
市
久
屋
原
町　

狩
野　

章
子

沼
田
市
新
町　

須
藤　
　

薫

沼
田
市
硯
田
町　

阿
部　

ま
つ

沼
田
市
下
沼
田
町　

丸
岡　

勇
吉

み
な
か
み
町
師　

増
田　

耕
寿

昭
和
村
貝
野
瀬　

梅
沢　

ま
つ

昭
和
村
糸
井　

須
藤　

澄
子

昭
和
村
川
額　

藤
井　

君
枝

お
茶
を
し
て
以
来
親
し
く
な
っ
た
友

一
・
八
人
工
場
で
子
供
作
れ
な
い

目
覚
め
て
も
床
の
温
も
り
捨
て
が
た
し

沼
田
市
薄
根
町　

加
瀬
田
フ
サ
ヱ

沼
田
市
堀
廻
町　

今
井　

栄
一

川
場
村
大
字
川
場
湯
原　

宮
崎　

ア
イ

　
病
院
に
通
院
出
来
な
い
患
者
の
た
め
に
、
医
師
や
看

護
師
が
患
者
の
家
を
訪
問
し
て
、
医
療
を
提
供
す
る
こ

と
を
在
宅
医
療
と
い
い
ま
す
。
癌
末
期
の
患
者
の
在
宅

で
の
看
取
り
も
在
宅
医
療
に
含
ま
れ
ま
す
。

　
国
は
今
後
、
病
院
中
心
医
療
か
ら
在
宅
医
療
へ
の
転

換
を
進
め
る
方
針
で
す
。
そ
の
為
、
在
宅
医
療
の
需
要

は
、
今
後
も
増
え
続
け
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
コ
ラ
ム
は
、
在
宅
医
療
に
つ
い
て
説
明
し
、
在

宅
医
療
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
皆
さ
ま
の
不
安
を
軽

減
す
る
目
的
で
書
い
て
い
ま
す
。

ど
。」

　

医
療
従
事
者
だ
け
で
は
、
い
い

医
療
は
作
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま

で
、
日
本
の
医
療
は
お
任
せ
医
療

の
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
患
者
も
自
分
で
考
え
、
自

分
で
判
断
す
る
事
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
そ
の
為
に
も
、
疑
問

が
あ
っ
た
ら
ど
ん
ど
ん
質
問
し
ま

し
ょ
う
。

　

超
高
齢
化
社
会
と
言
う
、
今
ま

で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
時
代
に

入
っ
た
日
本
。
し
か
し
、
私
は
悲

観
し
て
い
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
知

恵
を
出
し
合
え
ば
、
必
ず
解
決
方

法
は
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。
私
も

微
力
な
が
ら
、
利
根
沼
田
の
医
療

を
良
く
す
る
た
め
に
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

と
ね
診
療
所
で
も
、
積
極
的
に

在
宅
医
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
４
月
か
ら
７
人
の
看
取
り

を
し
ま
し
た
。
全
員
、
癌
の
末
期

で
し
た
。
皆
さ
ん
苦
し
む
事
も
無

く
、
穏
や
か
に
最
後
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

往
診
先
に
、
男
性
の
胃
瘻
患
者

が
い
ま
す
。こ
の
方
は
、若
い
こ
ろ

か
な
り
お
酒
を
飲
ん
で
い
た
よ
う

で
す
。
口
か
ら
お
酒
が
飲
め
な
い

な
ら
、
胃
瘻
か
ら
お
酒
を
入
れ
れ

ば
良
い
と
思
い
、
お
酒
を
胃
瘻
か

2016. ２月号

　

敗
戦
後
、
シ
ベ
リ
ヤ
に
送
ら

れ
、
重
労
働
を
さ
せ
ら
れ
た
者
は

多
い
。「
三
度
の
メ
シ
も
ろ
く
に
食

わ
せ
ね
え
で
ロ
シ
ヤ
人
の
奴
」
と

恨
ん
だ
。

　

私
は
入
ソ
し
て
す
ぐ
真
性
赤
痢

に
な
り
、
栄
養
失
調
の
丙
に
な
り

死
ぬ
か
と
思
っ
た
。
ど
う
に
か
助

か
っ
た
二
年
後
、
春
夏
干
し
草
作

り
、
秋
か
ら
は
赤
松
の
伐
採
と
運

搬
で
収
容
所
を
遠
く
離
れ
た
。

　

い
く
ら
か
ロ
シ
ヤ
語
の
会
話
が

で
き
る
と
い
う
の
で
、
同
行
の
ソ

連
兵
四
人
の
コ
ッ
ク
に
指
名
さ
れ

た
。
コ
ッ
ク
と
言
え
ば
、
き
こ
え

が
い
い
が
、
羊
の
干
し
肉
を
何
時

間
も
煮
て
、
そ
の
汁
と
岩
塩
で
ス

ー
プ
を
作
り
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
玉

葱
を
入
れ
る
だ
け
。

　

日
本
兵
八
十
人
の
炊
事
を
や
っ

て
い
る
班
長
が
「
明
日
食
糧
受
取

り
に
町
へ
行
く
ん
だ
が
手
伝
っ
て

く
れ
ん
か
」
と
私
に
言
っ
た
。
大

喜
び
で
同
行
し
た
。

　

ソ
連
の
係
が
伝
票
見
な
が
ら

「
一
人
一
日
米
が
何
ｇ
、
八
十
人

の
一
ヶ
月
分
何
㎏
」
と
読
み
上
げ

な
が
ら
計
量
し
て
い
る
。
そ
の
内

に
「
砂
糖
一
人
一
日
五
ｇ
」
と
言

シ
ベ
リ
ヤ
抑
留
の
中
で〔
一
〕

　    

食
料
配
給
の
た
た
か
い    

み
な
か
み
町
入
須
川
　
上
村
　
　
広
　

戦争体験記

っ
た
の
で
び
っ
く
り
、「
砂
糖
は

ず
ー
っ
と
配
給
さ
れ
て
い
た
の
か

い
」「
そ
う
だ
よ
、何
か
？
」
係
が

け
げ
ん
な
顔
を
し
た
。
丸
二
年
、

甘
い
物
な
ん
て
只
の
一
度
だ
っ
て

口
に
し
た
こ
と
は
な
い
。

　

本
隊
に
戻
っ
て
か
ら
私
は
、
小

隊
の
者
に
「
配
給
に
な
っ
た
食
糧

が
ご
ま
か
さ
れ
て
い
る
。
生
き
て

帰
る
に
は
、
そ
れ
を
改
め
さ
せ
た

い
」

　

私
が
不
寝
番
の
時
、
同
僚
を
起

こ
し
作
戦
を
考
え
た
。（
次
号
続
）

在
宅
医
療
と
は

図．介護力とは何か

＊
俳
句
（
当
季
雑
詠
）・
短
歌
・
川
柳
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

毎
月
15
日
頃
締
切
。

　
　
　
　
　

利
根
保
健
生
協
「
な
か
ま
の
作
品
係
」

〒
三
七
八
︱
〇
〇
五
三　

沼
田
市
東
原
新
町
一
八
六
一
の
一

sukusuku-tone@
tonehoken.or.jp

メ
ー
ル
投
稿

ら
う
こ
と
。
こ
れ
が
緩
和
ケ
ア
で

は
重
要
に
な
り
ま
す
。
我
慢
強
い

こ
と
は
、
緩
和
ケ
ア
で
は
時
に
は

障
害
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

患
者
に
は
、「
生
き
て
い
て
よ
か

っ
た
」
と
思
っ
て
頂
き
た
い
。
こ

れ
が
、
私
た
ち
医
療
従
事
者
の
思

い
で
す
。

最
後
に

　

私
は
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
で
医

師
と
し
て
働
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
感
じ
た
事
を
書
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
患
者
は
、
本
当
に

良
く
質
問
を
し
ま
す
。
納
得
す
る

ま
で
質
問
し
ま
す
。
患
者
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
の
医

師
も
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
多

く
の
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。
ア

メ
リ
カ
で
は
、
質
問
を
し
な
い
医

師
は
評
価
が
下
が
り
ま
す
。

　

日
本
の
患
者
は
、余
り
質
問
を
し

ま
せ
ん
。
も
っ
と
も
っ
と
質
問
を

し
て
下
さ
い
。
我
々
医
師
も
質
問

さ
れ
る
こ
と
で
勉
強
に
な
る
の
で

す
。
い
い
緊
張
感
も
生
ま
れ
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
私
の
指
導
医
が
言

っ
た
言
葉
が
、
非
常
に
印
象
に
残

っ
て
い
ま
す
。

　
「
く
だ
ら
な
い
質
問
な
ん
て
な

い
。
く
だ
ら
な
い
答
え
は
あ
る
け

とね診療所
医　師

小林 正人

子
持
嶺
の
山
端
紅
し
夕
暮
れ
は
一
番
星
に
た
だ
見
惚
る
る

　寒
仕
込
み
夫
婦
で
つ
く
る
味
噌
の
あ
じ
回
を
重
ね
て
味

ま
ろ
や
か
に
な
る

誕
生
日
祝
ひ
て
く
れ
し
息
子
ら
に
感
謝
の
心
い
か
に
伝

え
ん

凍
て
空
や
新
聞
取
り
て
駆
け
戻
る
首
を
す
く
め
し
老
い

の
身
震
い

雪
深
き
狭
庭
も
季
節
う
つ
ろ
ひ
て
蠟
梅
の
蕾
数
多
つ
け

を
り

基
地
な
く
せ
基
地
を
な
く
せ
と
波
騒
ぐ
辺
野
古
の
海
は

青
く
輝
く

家
族
み
な
凍
て
つ
く
夕
の
道
す
か
ら
夕
飯
は
熱
き
う
ど

ん
と
決
め
ぬ

健
康
を
無
上
の
幸
と
人
び
と
の
願
い
を
抱
く「
国
際
豆
年
」

沼
田
市
東
原
新
町	

箕　

輪　

愛　

子

　
沼
田
市
東
倉
内
町	

河　

原　

由　

美

　
片
品
村
幡
谷	

桑　

原　

ゑ
み
子

　
み
な
か
み
町
後
閑	

番　

場　

正　

夫

　
み
な
か
み
町
湯
原	

渡　

丸　

共　

代

　
み
な
か
み
町
須
川	

田　

村　

照　

代

　
昭
和
村
入
原	

板　

橋　

き
み
江

　
高
山
村
中
山	

木　

村　

朝
次
郎

注
：
２
０
１
６
年
国
連
が
定
め
た
国
際
豆
年

ら
入
れ
て
み
ま
し
た
。

患
者
は
、
気
持
ち
良
か

っ
た
と
言
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

病
院
で
は
出
来
な
い
事

も
在
宅
で
は
出
来
る
の

で
す
。

　

在
宅
医
療
に
つ
い
て

疑
問
、
質
問
が
あ
れ
ば

是
非
と
ね
診
療
所
に
い

ら
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

介護力とは、
　患者を在宅で支える
　　要因のベクトルの和

患者意欲 介護力
訪問看護

親友、友人の協力介護負担

家族の協力介護者体力

医療処置



笑いヨガ健康教室
ヨガ教室どなたでも参加可能！

心や身体の癒しのための

利 根 の 保 健 （４）第557号2016年２月１日（毎月1回1日発行）

19 日　降る雪も雨に変わるとき、習わしでは、この日おひな様を出すと良縁に恵まれるとか。今か今かと咲くのを待ちましょう。

班会あれこれ
おらがまちのおらがまちの

利根南　多那テクテクヤング班 歌声サークル（年金者組合）

白沢　尾合班

ラジオ体操、きよしのズンドコ節、体組成チェック

新年会、年間計画づくり

近所の仲間と定期的に楽しく体を動かしてます。
子どもも参加して会話もはずみ、みんな笑顔に！

月１回、平和の歌を中心に元気よく歌っています♪
皆さんもぜひ、ご参加ください。

みんなで楽しく、ためになる班会にしようと
1年間の班会メニューを相談しました。

■材料（１人分）■

ト マ ト 鍋

① ソーセージは斜めに半分に切る。じゃがいもは
洗ってラップで包み、電子レンジで 2 分、上下
を返してさらに 1 ～ 2 分、竹串がすっと通るま
で加熱する。ラップを取り、皮つきのまま 4 等分
に切る。キャベツはざく切りにする。

② 鍋にオリーブ油とにんにくを入れて弱火で炒め、
香りが立ってきたらソーセージを加えて軽く炒め
る。トマトジュースとＡを注ぎ入れ、じゃがいもと
キャベツを加えて中火で 1 ～ 2 分煮る。

■作り方■ （栄養管理室  林 貴志）
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業務用カラオケを楽しもう
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業務用カラオケを楽しもう
カラオケのど自慢大会
業務用カラオケを楽しもう
業務用カラオケを楽しもう
業務用カラオケを楽しもう
業務用カラオケを楽しもう
業務用カラオケを楽しもう
業務用カラオケを楽しもう
業務用カラオケを楽しもう
忘年会・年間計画
忘年会・年間計画
いきいき体操
忘年会・骨粗しょう症の話
きよしのずんどこ体操
きよしのずんどこ体操
きよしのずんどこ体操
絵手紙教室
ゲートボール大会
健康促進・クリスマス会
腰痛のはなし・体操
腰痛のはなし・体操
インフルエンザ・ノロウィルス
クリスマス会・体操
クリスマス会・体操
薬のはなし
忘年会
忘年会
筋トレ・ラジオ体操
脳いきいき体操
筋トレ・ラジオ体操
筋トレ・ラジオ体操
ころばん体操
フッ素班会
子どものお口のケア
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上原町 7-3
上原町 6-2
材木町 1
材木町２
西原新町11-1
東原新町13-2
東原新町９
東原新町５
鍛冶町 10
いこい句会
菅沼１
菅沼２
中野合同
上久屋馬場
尾合 上
貝野瀬 田中合同
貝野瀬 滝久保合同
貝野瀬 池原合同
川額 入原上１
川額 入原上２
川額 入原中２
川額 入原下１
川額 入原下２
薄根町 6-3
榛名町８
薄根町合同
清水町合同
清水町合同
清水町合同
榛名町合同
榛名町合同
井土上町合同 1
井土上町合同 2
井土上町合同 3
硯田町 上
硯田町 下
白岩町合同
ひだまりの会
ひだまりの会
ひだまりの会
ひだまりの会
ひだまりの会
ひだまりの会
ひだまりの会
ひだまりの会
ひだまりの会
ひだまりの会
ひだまりの会
ひだまりの会
ひだまりの会
ひだまりの会
ひだまりの会
ひだまりの会
ひだまりの会
ひだまりの会
ひだまりの会
ひだまりの会
下川田町 宮塚１
下川田町 宮塚２
後閑 下入
下牧 原の中
政所合同
真庭合同
真庭合同
虹の会
後閑合同
さわやか班
月夜野 橋下合同
月夜野 橋上合同
幸知
猿ヶ京合同
猿ヶ京合同
須川 十二河原
須川 須川２
須川 須川４
福寿草
福寿草
福寿草
福寿草
ふれあいの輪
どんぐり保育園
どんぐり保育園

82 班

12月班会開催一覧
支部名 人数班　　名 班会内容班長 ・代表名

541 人

片品　菅沼班

笑いケア体操、音読・手指遊び
新年、最初の班会で大笑い！  体も“ポカポカ”に。
シルバー川柳の音読などで盛り上がりました。

今月の
注目班

掲載希望の方は ①お子様氏名 ②年齢
③住所 ④コメント（13文字以内）
⑤連絡先 をご記入の上ご投稿下さい。

編集事務局  E-mail:sukusuku-tone@tonehoken.or.jp

昭和村貝野瀬昭和村貝野瀬

平井煌
こうた

太くん（１歳６ヶ月）中川心
ここな

菜ちゃん（４歳）
とにかく元気な男の子ですダンサーになりたい♪

日　時  毎月第1火曜日
　　　  14：00～15：00
場　所  利根中央病院1Ｆ
　　　  組合員ホール「きらめき」
講　師  内山 久井
　　 （ラフターヨガ・インストラクター）
参加費  500円
持ち物  大きめのバスタオル、飲料水、
　　　  汗ふきタオル
問い合わせ　
　　　携帯 080-5513-6526
　　　　  （内山久井）

日　時  2月3日（水）、11日（木）
　　　  　18日（木）、24日（水）
　　　  各日13：00～14：00
場　所  生協みなかみ歯科
　　　　　「つきよの虹ホール」
講　師　小林 千畝（ちほ）

　　（AJYAヨガシニアインストラクター）
料　金  1レッスン 1,000円
連絡先  TEL：090-4948-3228
　　　  メールアドレス：
　　　　c-7g.y.r.s.k@docomo.ne.jp

   お気軽にご連絡下さい。

◦ソーセージ…４本
◦じゃがいも…１個
◦キャベツ…100ｇ
◦にんにく
　（粗みじん切り）…1/2
◦トマトジュース缶（有塩）…１缶
◦オリーブ油…小さじ1/2
　  水…１カップ
　  顆粒スープの素、塩…各小さじ1/3

◆料金
　班会：1日法   500円
　郵送：2日法 1,020円（組合員）
　　　　　　　1,540円（非組合員）
◆申し込み　各事業所窓口
◆お問い合わせ　生協組織部 ☎22-2300

A

事業部（通院支援係）☎22-5050
※片品診療所を利用の方は ☎58-3910

2011年10月から
　　　　　　　開始

2015年12月現在

◦登録者数 2,008人

◦１日平均利用者数
　　　　　　　57人

通院でお困りの方は
組合員通院支援へご相談を

増資にご協力ください！

※ストレス解消、認知症予防、美肌効
　果、肥満の予防改善などに効果があ
　ります。

初心者の方、身体の硬い方、大歓迎！

捨てるうんちでひろう命

2月～
　3月うんち月間

手遅れにならないうちに、年２回の大腸がんチェックを！

事前予約制


